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マット運動の技ができるようになるためには，技の各局面でのポイントや技術を理解し，身体を操作

することが必要になってくる。しかし，マット運動の限られた時間の中だけでは，ポイントや技術の理

解はできても，身体操作ができるようにすることは難しい。

そこで今回は，これまで以上に体つくり運動とマット運動の関連を図り，運動感覚能力を育み，感覚

作りの運動から運動感覚を獲得することを重視し，その中で身体操作ができるよう授業を展開した。そ

の結果，技のポイントの理解が深まり技能が向上するだけでなく，各局面での身体の使い方についても

具体的な部位や筋肉を意識しながら運動ができるようになった。また，技のポイントや身体の使い方な

どの理解が深まることで，補助や助言しあう場面も多くみられるようになった。

1 . はじめに
器械運動の技ができるようになるためには，技の各局

面での身体の捌きや運動のコツを理解し（「分かる」），

身体を操作すること（「できる」）が必要になってくる。

「できる」ようになる背景には「分かる」ことがあるが，

「分かる」とは，単に身体の捌きや運動のコツを理解す

るということだけでなく， 自分の身体がどのように動い

ているのかや，身体をどのように動かせばよいのかとい

う運動の感覚が「分かる」ということも含まれている。

このような運動感覚を獲得するための力を「運動感覚（キ

ネステーゼ）能力」という。

これらを踏まえて考えると，器械運動の学習は，運動

感覚能力を育みながら運動感覚を獲得させ，そして技が

できるように指導していくことが重要になってくるとい

えよう。昨今の生徒をみると，運動経験の差が拡充して

いたり，運動が得意な生徒とそうではない生徒との二極

化がおこったりしている。また，身体を捌くことができ

ず，おもわぬ怪我がおきる場面もある。このような状況

を踏まえると，運動感覚能力を育みながら運動感覚を獲

得させていくことを今まで以上に丁寧におこなっていく

必要があるといえる。加えて，運動感覚能力は，具体的

な身体の動かし方を練習していく過程の中でしか育むこ

とができないため，授業においては様々な予備運動や感

覚作りの運動を通して，運動感覚を呼び覚まし，まだ持

っていない運動感覚を引き出していく指導が求められる

といえよう。これまでの自身の授業でも予備的運動や段

階的な練習を通じて運動感覚を獲得させながら技ができ

るような授業を展開してきたが，運動感覚は数時間で身

に付くものではなく，年間を通じて，あるいは単元を越

えて取り組むことの必要性を感じていたところである。

そこで今回は，体つくり運動とマット運動とのつなが

りを考えながら授業を展開することで，マット運動をお

こなうために必要な運動感覚を獲得できるようにする。

そうすることで「分かる」を深め「できる」につなぐこ

とができるような授業を目指したい。

2 研究のねらい
器械運動，特にマット運動は回転系と巧技系の技から

構成されており，自己の体重を腕で支えたり，バランス

をとったり，身体を回転させたり，逆さになったりする

非日常的な運動である。そのためマット運動の技ができ

るようになるためには， 「腕支持感覚J 「平衡感覚」 「回

転感覚」 「逆さ感覚」などの運動感覚を身に付けること

と「柔軟性」を養う必要がある。また，体つくり運動の

ねらいとして， 自他の心と体に向き合って体を動かす楽

しさや心地よさを味わい，心と体をほぐすことや，体力

を高めることがあり，特に体力を高める運肌では，身体

の柔らかさ，巧みな動き，力強い動きを身に付けること

ができる。これらの動きはマット運動に必要な「腕支持

感覚」 「平衡感覚J 「回転感覚」 「逆さ感覚」などの運

動感覚や「柔軟性」と深い関わりがあるといえる。

これまでも体つくり運動を取り入れながら授業を展開

してきたが，今回はこれまで以上に体つくり運動とマッ

ト運動とのつながりを考え，運動感覚能力を育みながら

運動感覚を獲得できるようにすることで， 「分かる」を

深め「できる」につなげていけるような授業を展開した

い。また，マット運動の技の系統性や発展性も考えさせ

ることで，技ができる喜びや楽しさを味わうことができ

るような授業を目指したい。

- 149 -


























